
 

 

第２学年２組 道徳学習指導案 

 場所 ２年２組教室  

１ 主題名 よくないと思うことは Ａ善悪の判断，自律，自由と責任（１時間完了） 

教材名「どうしよう」 出典「きみが いちばん ひかるとき」 光村図書 

２ 本時のねらい 

花瓶を割った友達を偶然見かけた主人公が，迷う姿を通して，友達のよくないことを見聞きし

たときに，よいと思うことを進んで行おうとする判断力や心情を育てる。 

３ 展開 

段階 児童の活動 教師の活動 
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整理 

(10) 

１ よくないと思うことを見た経験に

ついて想起する。 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

３ 友達が花瓶を割ってしまったゆか

ちゃんと、それを見た「わたし」の

気持ちを考える。 

 

 

 

４ あなたが「わたし」だったら，こ

の後，ゆかちゃんにどのような行動

をとるか考える。 

 

 

 

 

５ 本時から考えたことや学んだこと

を生かし，もし友達がよくないこと

をしていたとき，どうしていきたい

か考え，学級全体で共有する。 

・自分の経験を振り返ることで，自分事とし

て，本時の方向付けを行う。 

・課題を板書する。 

 

・教材の内容を把握しやすくするために，紙

芝居にして紹介する。 

・「花瓶を割ってしまったゆかちゃんは、こ

のときどんな気持ちでしょう。」 

・「ゆかちゃんが花瓶をわったところを見た

わたしはどんな気持ちでしょう。」 

・ワークシートに言う・言わない・迷うの３

つから選び，考えを書くように指示する。 

・机間指導しながら児童の考えを把握する。ゆか

ちゃんの気持ちに寄り添って，自分がよいと思

う行動を考えている児童を称賛する。 

・ネームプレートで立場を明らかにした上

で，意見交流を行うよう促す。 

・板書全体を見つめ直した後，本時のふり返

りの時間を設ける。 

・学習を振り返り、まとめが書き始めやすい

よう，「友だちのよくないことを見たり，聞

いたりしたときは…」の続きに自分の考え

書くようにする。 

・意見を板書し，学びの共有化を図る。 

４ 評価 

主人公の行動を考えたり，友達の意見を聞いたりすることを通し，よくないと思うことを見聞

きしたときに，大切なこととは何か考えることができたか。（活動４・５から） 

ともだちのよくないことを見たり聞いたりしたとき，どうしたらいいのだろう。 

 

・ゆかちゃんはないしょにしようと思
ったんじゃないかな。 

・ゆかちゃんがそのままにしたからい
いよね。 

・わたしが黙っていればばれないかな。 

・正直に言わないと誰かが怪我をする
かもしれないから。 

・ゆかちゃんもわざとではないから何
も言わないであげる。 

・言ったほうがいいけど，友達が悲しむ
のはいやだから。 

・正しいことを考えて動く。 
・相手のことも考えるといいと思う。 
・いろんな方法を考える。 
・声をかける。 


